


令和7年度釧路市立北中学校「学校評価『教職員アンケート』」12月
【結果分析】
４：している　３：どちらかといえばしている　２：あまりしていない　１：していない
	
	評　価　項　目
	４
	３
	２
	１

	１
	【経営理念】私は、学校経営理念（未来社会を創る人が学校）の実現を常に意識し、主体性・創造性・協働性を重視して各種実践や業務に取り組んでいる。
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	２
	【重点目標】私は、目指す生徒の姿（変化を起こすために、自分で目標を設定し、振り返りながら責任ある行動をとる生徒）の実現を常に意識し、日常の授業改善や分掌業務、学年・学級経営等に取り組んでいる。
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	３
	【重点目標】私は、生徒が目指す生徒の姿を実現するために獲得したい資質・能力（当事者意識をもって発見する力、自己効力感をもつ力、挑戦しやり抜く力、責任をもって行動する力）を獲得するよう、日常の授業改善や分掌業務、学年・学級経営等に取り組んでいる。
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	４
	【学習指導】私は、単元（題材）を通して目指す資質・能力を生徒が確実に獲得する不断の授業改善を継続している。
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	５
	【学習指導】私は、「『教科書を学ぶ』から『教科書で学ぶ』へ」の発想を重視して教科書を活用している。
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	68.8％
	25.0％
	6.3％
	0.0％

	６
	【学習指導】私は、「個人研究テーマ」を追究し「北中教師としての学びの姿（授業で勝負できる教師）」の実現を目指す校内研修を推進している。
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	７
	【学級経営】私は、生徒指導の実践上の視点（自己存在感の感受、共感的な人間関係の育成、自己決定の場の提供、安全・安心な風土の醸成）を取り入れた学級経営計画を作成し、戦略的に活用（学級目標の実現状況を把握する評価の実施）している。
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	８
	【生徒指導】私は、学校適応感尺度「ASSESS」を活用した誰一人取り残さない生徒指導を推進している。
	27.3％
	63.6％
	9.1％
	0.0％

	
	
	29.4％
	41.2％
	29.4％
	0.0％

	９
	【働き方】私は、「自分の命や健康、生活を守り、家族等との時間を確保する」ことを重視して業務を推進している。
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	33.3％
	6.7％
	0.0％

	
	
	50.0％
	18.2％
	27.3％
	4.5％

	10
	【働き方】私は、コアチーム等による不断の業務の見直しや提示された取組について確実に遂行している。
	33.3％
	66.7％
	0.0％
	0.0％
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	31.8％
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	11
	【働き方】私は、「ねらい」の明確化と、それを実現する戦略の具体化を重視して各種教育活動を構想している。
	33.3％
	66.7％
	0.0％
	0.0％

	
	
	36.4％
	50.0％
	13.6％
	0.0％

	12
	【GIGA】私は、GIGA端末を「使っている」から「使いこなす」に進める教育活動を創造している。
	16.7％
	58.3％
	25.0％
	0.0％

	
	
	41.2％
	41.2％
	11.8％
	5.9％

	13
	【連携協働】本校は、「小中ジョイントプロジェクト」を活用した組織的・戦略的な校区内小学校との連携を促進している。
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	0.0％

	14
	【連携協働】本校は、「辛口の友人」（コミュニティ・スクール協議会）と連携・協働した学校経営を推進している。
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	15
	【連携協働】本校は、地域の教育資源を積極的に活用した「ふるさとキャリア教育」（総合的な学習の時間）を推進している。
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	22.7％
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	16
	【安心安全】本校は、登校に困り感を抱える生徒の学びの保障と社会復帰に向けた支援を実現する体制を構築している。
	35.3％
	52.9％
	11.8％
	0.0％
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	17
	【安心安全】本校は、特別支援学級の不断の教育課程の改善及び全教職員が当事者意識をもった特別支援教育を推進している。
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	18
	【安心安全】本校は、心理的安全性が醸成された集団づくり及び「縦割り活動」を通した望ましい人間関係を形成している。
	58.8％
	41.2％
	0.0％
	0.0％
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	45.5％
	4.5％
	0.0％

	19
	【安心安全】本校は、いじめや災害等に対する危機意識の醸成を図る研修等の実施及び各マニュアル等の不断の見直しを行っている。
	
52.9％
	
41.2％
	
0.0％
	
5.9％

	
	
	54.5％
	27.3％
	13.6％
	4.5％


※　上段は12月、下段は７月の評価結果を示しています。
※　「網掛け」は、課題の評価項目を示しています。

	【学校改善のアイデア】
〇　全教職員が連携しながら仕事をしているのがとても分かります。生徒をよい方向に導ける
ように常に教職員は考えて行動しているのを見て、改めて生徒との接し方を学ぶことができました。とてもよい職場だと思います。働いていて日々学べることがたくさんあります。
⇒　数年前から学校教育においても「ウェルビーイング」という言葉をよく聞くようになりま
した。ウェルビーイングとは、「よりよい在り方を通して幸せな状態であること」です。そして、そのためには５つの要素（①主体的に考え動けること【使命感・自己肯定感・自己実現・好きなことに没頭する等】、②心身が健康であること、③知的好奇心があること、④良好な人間関係【心理的安全性】、⑤感情【安定やポジティブな感情、レジリエンス】）が必要だと言われています。この５つの要素を意図的に学校経営に位置付けていくことで、教職に向き合える環境をつくっていくことが大切だと考えます。
〇　特別支援教育部会が独自に行ってきた取組（進路指導や通知表作成などの業務）を教務部（教務主任）と連携し、特別支援教育部会の取組を発信、共有できるようにしています。
⇒　特別支援教育部会が先頭に立って、特別支援学級の教育課程の改善が急速に進んでいます。生徒たち一人一人の特性を踏まえるとともに、将来を見据えた各種指導・支援計画の作成や活用、ねらいを明確にした取組の遂行、小学校を巻き込んだ教育課程の共有など、秀逸な取組が多くあります。これらの取組を学校全体で共有するために、口頭や紙面等、様々な方法で発信しています。特別支援教育部会が採用している手法については、他の分掌や学年、個人にとっても有効です。組織として、個人として取り組んでいる秀逸な実践等は全体で共有できるよう意図的な発信をお願いしたいと考えます。



	【改善の方向性】
５　教科書は主たる教材として生徒たちの学習の質を保障するために存在していて、学校教育法第34条には教科書の使用義務について示されています。教科書には「指導書」があり、どの教師でも「指導書」に従えば授業ができるようになっています。しかし、これでは生徒に求められる資質・能力は身に付きません。「本校の生徒の実態は○○だから本単元は重視しよう」、「本単元は課題となっているから学習課題の内容を工夫してみよう」など、資質・能力を常に意識し、教科書を研究し使い倒すことが重要です。
７　各学級の学級経営案には、学級目標を達成するために「生徒指導の実践上の視点」を踏まえた取組が示されています。学級経営案は学級づくりの地図（計画書）であり、活用しなければ意味がありません。各学級における学級経営案の評価が必要です。各取組項目の達成状況がどうなっているのか、生徒と学級担任、学年所属教員、教科指導担当教員で評価してみる必要があると考えます。
12　「GIGA」は「全ての児童生徒のための世界につながる革新的な扉」という意味です。生徒たちはこれから不確実な未知の世界に飛び出していきます。そんな世界に、生徒たちを手ぶらで、無防備な状態で送り出すわけにはいきません。ICTを武器として使いこなす力を身に付けさせて送り出さなければなりません。また、現在もそうですが、私たち教師にとってもICTを活用して授業することが半ば当たり前になっています。生徒にとっても、私たち教師にとってもICTを活用した教育活動はマストです。私を含めて意図的にICTを活用する環境を整備していく必要があると考えます。
13　近い将来、義務教育学校が当たり前で、単独の小学校、中学校が珍しいという時代が到来します。そのときになって慌てても手遅れです。私たち一人一人が「小中ジョイントプロジェクト」を意図的・計画的に活用していく戦略を描く必要があります。小学校との関係は良好です。個人や小さな組織単位で小学校と連携した取組に挑戦してみる必要があると考えます。
16　「不登校対策総合実践事業」における各種の取組が動き出しています。教育相談コーディネーターから様々な情報が発信されています。それらの情報を学級担任として、学年として、分掌として、どのように活用するのかが重要です。本事業は学校として指定を受けています。私たち一人一人の本事業における当事者意識を改めて自覚する必要があると考えます。


※　「２」「１」の評価の合計が１割を超えた項目を課題として捉え「改善の方向性」を示しています。
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